
お世話になっております。 

営業部山本です。この度、産業廃棄物処理検定に合格することができました。 

その中で排出事業者の皆様に関係のある、勘違いが多そうな項目で再確認が必要であろうこと

を今回説明出来ればと思っております。 

今回は産業廃棄物の【自社運搬】について注意点を説明します。 

産業廃棄物の【自社運搬】とは、その名の通り、自社で排出した産業廃棄物を自ら処分会社ま

で運搬することをいいます。 

 自社の倉庫から産業廃棄物処理委託業者まで運び込む場合 

 自社工場間で産業廃棄物を移動させる場合 

自社運搬の場合、「産業廃棄物収集運搬業の許可」や「運搬車両の届出」は必要ありません。た

だし、注意点があります。 

① 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令において、生活環境の保安上問題が生じない

よう、産業廃棄物を収集運搬する場合の基準が定義されています。 

1. 廃棄物が飛散、流出しないようにすること。 

2. 収集又は運搬に伴う悪臭、騒音又は振動によって生活環境の保全上支障が生じないよ

うに必要な措置を講ずること。 

3. 収集又は運搬のための施設を設置する場合には、生活環境の保全上支障を生ずるおそ

れのないように必要な措置を講ずること。 

4. 運搬車、運搬容器及び運搬用パイプラインは、廃棄物が飛散及び流出し、並びに悪臭

が漏れるおそれのないものであること。 



5. 船舶を用いて廃棄物の収集又は運搬を行う場合には、廃棄物の収集又は運搬の用に供

する船舶である旨その他の事項をその船体の外側に見やすいように表示し、かつ、当

該船舶に環境省令で定める書面を備え付けておくこと。 

6. 石綿が含まれている廃棄物の収集又は運搬を行う場合には、石綿含有廃棄物が、破砕

することのないような方法により、かつ、その他の物と混合するおそれのないように

他の物と区分して、収集し、又は運搬すること。 

② 自社運搬する場合、産業廃棄物を収集・運搬する車両に「産業廃棄物収集運搬車」および

「会社名」を表示することが義務付けられています。 

自社運搬の場合、産業廃棄物収集運搬業の許可は不要なので、許可証を携帯する必要はありま

せん。 

しかし、法定記載事項である産業廃棄物の情報を記した書面を必ず携帯しなければなりませ

ん。 

 氏名又は名称及び住所 

 運搬する産業廃棄物の種類、数量 

 運搬する産業廃棄物を積載した日 

 排出事業場の名称、所在地及び連絡先 

 運搬先の事業場の名称、所在地及び連絡先 

これらの内容は紙マニフェストの記載事項に対応しているため、紙マニフェストを携帯すれば

問題ありません。 



常に確認できる状態にあれば、スマートフォンなど電子媒体でも代用可能です。 

電子マニフェストの場合は、受渡確認票を手元に用意しておくことで対応できます。 

自社運搬は「産業廃棄物収集運搬業」の許可は不要です。 

ただし。自社運搬に関する注意点を怠った場合、行政から改善命令を受けることになります。 

それに従わず悪質に違反を繰り返す場合には、「3 年以下の懲役もしくは 300 万円以下の罰金ま

たはこれの併科」が科されることになります。 


